
























































































































































オ）噴出筒は、導入部に VU50 を用いた場合は、同じ VU50 を用いる。試料の噴出量を大きくしたい場
合は、導入部に DV75 を用いて噴出筒をそれよりも小径の VU50 とすることもできる。その場合、導入室
との間は異径ジョイントで接続する。
（6）装置の運転
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